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・日本と大阪にとってのドイツ

　日本人の意識の中でドイツの存在感は決して小さ
くありません。ビール、ソーセージといった日常生
活に即したものから、ベンツ、フォルクスワーゲン
のような自動車、また若い人には日本人選手が活躍
しているサッカー・ブンデスリーガなどなど。もっ
とも、ドイツは連邦共和国なので「ブンデスリーガ」
とは直訳すると「連邦リーグ」になります。これに
日本のサッカーファンが最近「ブンデス」という略
語を使いますが、ドイツ語の観点からはまったく感
心できません。「連邦」はドイツ語では「ブント」
“Bund”であり、これに「リーグ」を意味する“Liga”
を接続したことで、二つの単語を接合するために
“Bund-es-Liga”という語尾が付いてくるのです。
ゆえに「ブンデス」などという単語は独立しては存
在しません。してみると、日本のドイツイメージも
案外いい加減だな、とも感じさせます。しかしいず
れにせよ、「ドイツ」といえば、最低なにかひとつ
は思い浮かぶことに変わりはありません。
　そんなドイツも最近は英語に押されて……という
側面も確かにあるのですが、ヨーロッパにおいては
依然存在感があります。金融都市フランクフルト・
アム・マイン市には共通通貨ユーロを管轄するヨー
ロッパ中央銀行があります。またEU統合も、ドイ

ツとフランスという二度の世界大戦を敵同士として
戦った歴史上の仇敵が、恩讐を乗り越え明るい未来
を目指したものです。なによりも、ドイツは近代に
おいて学問をリードした一等国であることを忘れて
はならないでしょう。日本の近代化にドイツは大き
な役割を果たした、とはよく言われることです。明
治以来のお雇い外国人のなかには多くのドイツ人が
いました。東京医学校へ赴任したエルヴィン・ベル
ツ（1849-1913年、在日1876-1905年）、京都府医科
学校（現京都府立医科大学）、東京職工学校（現東
京工業大学）で教鞭を執った、窯業のゴットフリー
ト・ワグネル（正式に発音すればヴァーゲナー、
1831-1892 年、在日1868-1892 年）などが日本の教
育に大きな影響を与えました。
　大阪大学外国語学部の前身である大阪外国語大学
外国語学部ドイツ語専攻（時代によって名称はこと
なりますが）でもこれまで数多くのドイツ人が教鞭
をとりましたが、特筆すべきはヘルマン・ボーネル
先生でしょう。ちなみに、ドイツ語の発音にできる
だけ忠実にかなを振りますと「ボーナー」となるの
ですが、ご自身が「私はボーネルです」とおっしゃ
っていることが、本専攻の大先輩でもある井上純一
先生のご論考で示されています１。大阪外大の前身
である大阪外国語学校は林蝶子女史の寄付金により、
1922 年大阪市上本町八丁目に開校しました。ボー
ネル先生は開校とほぼ同時に着任され、約40年間
にわたり教鞭をとりました（その間、大阪外国語学
校、大阪外事専門学校、大阪外国語大学と三度も名
称が変わりました）。ボーネル先生はドイツの大学
で哲学や神学を学び、本来は日本とはなんの縁もな
いはずでした。ところが、教師として派遣された中
国・青島滞在時に第一次世界大戦が勃発、ボーネル
先生も志願兵として対日戦を戦うこととなったので
した。日本軍は青島を陥落させ、多くのドイツ人俘



フランクフルト大学 

ドイツで発展した化学工業各社が 1925/26 年に統合し、
IGファルベン工業を設立した。この建物はその本社ビル
として建設された（設計：ハンス・ペルツィヒ）。このビ
ルの建設前、ここにはフランクフルト市の病院があり、
そこに勤務していたのがA. アルツハイマーであった。第
二次世界大戦後同ビルは米軍に接収されたが、2001年以
来フランクフルト大学の所有となっている。フランクフ
ルト大学は大阪大学の学術交流提携校のひとつ。
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虜が日本へやってきたのは有名なお話ですが、ボー
ネル先生もそのひとりとして、板東俘虜収容所（徳
島県）に収容されたのです。その後ボーネル先生は
大阪外国語学校初代校長の中目覚先生に誘われて、
教員として着任することになったわけです。先生の
ように日本にやってきたドイツ人俘虜のなかには、「ユ
ーハイム菓子店」を創業するカール・ユーハイム、
名古屋の製パン所で技師長を務めた後、神戸でベー
カリー「フロイントリーブ」を開いたハインリヒ・
フロイントリープ、また関西ではややなじみが薄い
ですが、かつて東京で有名なドイツ料理店であった
「ケテル」を立ち上げたヘルムート・ケテル（習志
野収容所に収容される）など、日本の文化に影響を
与えた人間が大勢います。ボーネル先生もそのなか
のおひとりであり、大阪大学外国語学部ドイツ語専
攻もこの歴史的な出来事につながっていることは特
筆してもよいでしょう。

・大阪大学とドイツの学術交流提携大学

　このように、日本も、阪大外国語学部もドイツと
深いつながりがありますが、いまもドイツに魅力を
感じて、ドイツ語専攻（一学年定員35名）のうち、
かなりの学生がドイツの諸大学へ留学をします。大
阪大学は現在9大学（アーヘン工科大学、アウクス
ブルク大学、エアランゲン・ニュルンベルク大学、
ミュンヘン工科大学、ミュンヘン大学、ハイデルベ
ルク大学、ビーレフェルト大学、ボーフム大学、フ
ランクフルト大学２）と大学間学術交流協定を結ん
でいます。ハイデルベルク大学は1386年に創立さ
れたドイツ最古の大学で、今年、625周年を祝いま
した。同大学の歴史を見ると、有名な関係者には化
学のブンゼン、社会学のマックス・ウェーバーがお
ります。最近ではツア・ハウゼン教授が2008年に
ノーベル医学生理学賞を受賞しました。同大学の教
員、出身者、関係者のノーベル賞受賞者は総計50
名以上になります。それ以外にも有名大学が名を連
ねています。かつて有機化学のリービヒやレントゲ
ンも教鞭を執ったミュンヘン大学（関係者にノーベ
ル賞受賞者30名）、理系の雄アーヘン工科大学（同
5名）、ミュンヘン工科大学（同16名）、など錚々
たる大学が大阪大学のパートナーです。また、ドイ
ツ語圏のオーストリアでもウィーン大学と協定を結

んでいます。ウィーン大学の関係者では物理学のボ
ルツマンやマッハ、シュレーディンガー、精神医学
のフロイトが著名です。言語文化研究科・外国語学
部が部局間協定を結んでいる大学にはゲッティンゲ
ン大学（文学研究科・文学部と共同）、デュッセル
ドルフ大学の2大学があります。ゲッティンゲン大
学は1905 年にOBのロベルト・コッホがノーベル
医学賞を受賞してから、ほぼ1-3年おきに関係者が
ノーベル賞を受賞するという華々しい成果を挙げ、
これは「ゲッティンゲンのノーベル賞の奇跡」とま
で呼ばれました。デュッセルドルフ大学は、正式名
称を「ハインリヒ・ハイネ大学」といい、ユダヤ研
究の拠点でもあります。ドイツ語専攻の学生に限ら
ず、阪大の学生すべてが、このように留学先に恵ま
れています。出かけるまえは少々頼りなくもあり、
送り出すこちらが不安に思う学生たちも、留学を終
えると見違えるようにたくましくなって帰ってきま
す。留学の効用とは語学の修得だけではなく、人間
の陶冶だということを再認識させられるばかりです。
　明治以来脈々と築かれてきた日独関係は、形をか
えながらも大阪大学や、外国語学部ドイツ語専攻で
継承されている、というと言い過ぎでしょうか。
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１ 井上純一「牧師館の子ヘルマン・ボーネル」、http://koki.o.oo7.jp/08.10.20_inoue.htm（2011年 7月 10日閲覧）
２ ドイツの大学には正式な名称がありますが、ここではドイツでもよくおこなわれるように、所在地をもって通称としています。


